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出典：日本経済団体連合会https://www.keidanren.or.jp/journal/times/2025/0515_05.html

出典：日本経済団体連合会 https://www.keidanren.or.jp/journal/times/2025/0515_05.html

経団連が 日本企業のデータスペース活用を推進

2025年5月13日 第２次提言を発表

https://www.keidanren.or.jp/policy/2024/054.pdf
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出典：日本経済団体連合会https://www.keidanren.or.jp/journal/times/2024/1024_01.html

出典：日本経済団体連合会 https://www.keidanren.or.jp/journal/times/2024/1024_01.html

経団連が構想するデータスペースとトラスト基盤

https://www.keidanren.or.jp/policy/2024/054.pdf
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構成

従来型のプラットフォーム データスペース

データ管理者 中央集権型 データ提供者が自ら管理

ID管理者 中央集権型 各ユーザーが自ら管理（分散IDとVC）

アクセス管理者 中央集権型 データ提供者が自ら管理（コネクタで自動制御）

データスペースは 多数企業間の国際連携に適する
・分野間/企業間で 安心 安全 円滑に通信できる 世界共通のルールと標準にもとづく分散型のデータ交換ネットワーク

・従来の中央集権型プラットフォームとは異なり、データの開示範囲・開示相手を データ提供者が自らコントロール可能

・グローバルバリューチェーンでつながる無数の企業間の認証とデータ交換を自動化し コスト（労力・時間）を節約できる
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IAM
ID/アクセス
管理

VC
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各国トラスト基盤

デジタル証明書
VC発行・検証

データの越境規制
に対応が困難

プラットフォーム企業に
権限と管理義務が集中

クラウドをまたぐ
企業間連携が困難

データやIDの管理が煩雑 データの

集中管理

が不要
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データスペース は データ主権とトラストを保証
・データを第三者に預けずに、データ交換ソフト（コネクタ）で、データ提供者が開示範囲を限定できる

・デジタル証明書（Verifiable Credential）で、通信相手の本人性・属性・データの真正性を保証できる

概念 データ主権（データ提供者の権利） トラスト（本人性/真正性）

意味 データ開示範囲や用途をデータ提供者が決める 通信相手の本人性やデータの真正性を証明する

データス
ペースの提
供価値

• 機微なデータが取引先以外に漏えいするのを防ぐ
• 国家権力等による自社データの検閲・濫用を防ぐ

• スパイ等の なりすましによる情報漏えいを防ぐ
• CO2排出量データや品質データの改ざんを防ぐ

Alice Bob

Data

Alice Bob

Data

相手のなりすましがないか

データが改ざんされていないか

データの開示範囲は
コントロールできるか

合意した用途でデータが
使われるか

コネクタ コネクタ コネクタ コネクタ

VC開示相手を限定

身分証明書

VC
署名
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データスペースでは 共通の通信方式を使う

異なるベンダーのソフトウェアの間でも、PCFデータなどを 意味情報として共有できる

標準化された共通の通信方式
（データスペース プロトコル）

トラスト基盤
（IDや証明書の発行）

コネクター コネクター

通信制御用チャネル

データ送受信用チャネル（誰にも盗み見られない）

属性情報カタログ

通信可否判定

ID管理

データ開示
ポリシー管理

通信の設定

データ

通信監視

データ

出典：IDSA Webページの図をもとに編集

アプリケーション
ソフトウェア A

アプリケーション
ソフトウェア B

標準仕様 標準仕様

証明書(VC) 証明書(VC)

ウォレットウォレット

データ

契約 ポリシー
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製造業の国際データスペース Manufacturing-X

自動車 化学 ロボット 半導体 航空宇宙 エネルギーなど 複数業界が利用する共通基盤
出典: 2025年4月Factory-Xハノーバーメッセ講演資料

出典: 2025年4月 Factory-X ハノーバーメッセ講演資料

共通のデータ通信基盤

https://internationaldataspaces.org/wp-content/uploads/IDSA-Position-Paper-GAIA-X-and-IDS.pdf
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データスペースで提供されるアプリケーションの例

PCFデータ交換のアプリケーションサービスが提供され、各企業が利用可能

需給変動への迅速な対応

生産管理/シミュレーション

モジュール生産

製造のサービス化

デジタルツイン

品質管理

トレーサビリティ

参加企業のデータベース

脱炭素

資源循環

出典：2022年6月 Catena-X Overview

PCFデータ共有
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バリューチェーン全体でPCFデータを円滑に共有

さまざまなベンダーのソフトウェア間で データの連携・共有が可能に
⇒ PCF１次データを開示している製品が 優先的に選ばれる可能性

出典：2023.7.12_Catena-X Introduction_Internationalization 8

脱炭素

資源循環

ユースケース例

標準の共通ルールと、ユースケースごとに
定められた共通データモデルで情報を共有
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データスペースにおける企業間データ共有の仕組み

出典：Catena-X提供資料

EDC : Eclipse Dataspace Connector＝コネクターの一種

ID

VC認証 ユーザー情報

情報モデルポータル

マーケットプレイス

SaaS

認証/ログ情報認証/ログ情報

認証/ログ情報
認証/ログ情報

契約した企業間でデータを直接やり取りデジタル証明書を
使った本人性証明

データスペース運用事業者は
データを預からない

データ データ

データ データ

データ

各企業が自分でデータを管理

データ所在確認

運用事業者は参加企業の審査 登録を実施、データ交換は各社が直接1対1で実施
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グローバルデータスペース と 製造現場 の協調
◆国内/海外のデータ連携基盤と相互接続できるIT層の情報プラットフォーム
◆高い生産性とエネルギー効率を両立するOT層の制御プラットフォーム
◆ITとOTを安全につなぐエッジコンピューターの連携、マネージドセキュリティサービスなど

IT/OT統合
セキュリティ管理

グローバルに情報共有

自律最適制御

データ分析・シミュレーション

法令にもとづき
情報を集計 開示

環境負荷を最小化
工場

クラウド

AAS
OPC UA

標準プロトコルと標準データモデルを使って 横断検索や AIによる分析 予測を可能に



© NTT Communications Corporation All Rights Reserved. 11出典：IMX

International Manufacturing-X ハノーバーメッセ2025 デモ
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IMXと連携するデータスペース技術国際テストベッドのイメージ

検証用トラスト基盤

3rd partyサービス

データスペース接続サービス プロトタイプ

VPN

ネットワーク・セキュリティ・クラウド 統合サービス

固定回線 無線回線

NTT Comテストベッド

既存VMAASサーバ dDTR

新規ネットワークセグメント 既存ネットワークセグメント

コネクタ (SI) IDウォレットコネクタ (Connector as a Service)

ストレージ

閉域接続

検証用データスペース テストベッド（IMX等） 商用データスペース

サプライヤ等とのデータ連携

Data Data

無線アクセス回線で接続しテスト/デモを実施

① OT機器（オムロン製コントローラ＆センサ機器等）を接続

② テスト/デモ用OT機器を東京大学本郷キャンパス内に設置

③ IT企業・学生と協力し様々なアプリケーションソフトを実装

④東大テストベッド/IDSA User Groupメンバーと評価・検証

⑤ RRIと協力しハノーバーメッセ2026のIMXブースでデモ展示

エッジ側終端用ルータ

装置・機械・センサ等

AIを活用した予兆保全等のユースケースを想定し、データスペース技術を活用するデータ共有＆分析システムを構築、ユーザ企業と一緒に評価・検証

各種ユースケースに応じた

アプリケーションソフト / AI

コントローラ/GW
Data

産業用NWプロトコル

国際共同実験システム等とのデータ連携

東京大学
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データスペースにおけるデータ通信の仕様は複雑

出典 sovity 提供資料

データモデル管理機能

② ID(BPN)・証明書をセット

ウォレット

※ dDTR：decentralized Digital Twin Registry
※ AAS：Asset Administration Shell
※ SDE：Simple Data Exchanger

① 契約企業にデータスペース用のID・証明書を付与

アプリケーションソフト アプリケーションソフト

A社 B社

③ 標準形式のデータを保管してリンク情報を設定

データ変換データ所在管理

④ 通信を要求/許可

コネクタ

⑤ データのありかを共有

データスペースの利用者は、このような技術仕様に準拠して、データを通信する必要がある
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データスペース接続を支援するサービスが必要

出典：https://www.ntt.com/about-us/press-releases/news/article/2023/0322.htm
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データスペース接続支援ソリューションの例

出典：https://www.ntt.com/about-us/press-releases/news/article/2025/0519.html
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課題：
• データスペースの接続方法

がわからない

• データスペースの技術的な
仕組みが分からない

• 業務プロセスをどのように
変更すべきかわからない

トライアルの効果：
• 接続に必要な各種契約手続

がわかる

• 実際のシステム設定画面を
見て接続方法を学べる

• データスペースに対応する
業務プロセスがわかる

日本国内 欧州

データスペース

完成品
メーカ様サプライヤ様

CO2排出量
管理サービス

標準データモデル

データモデル変換・
エクスポート

ストレージ

標準データモデル

データスペーストライアル構成の例

サプライヤ用

コネクタ

独自形式の
データ

ベネフィット

ストレージ

GUI

• データスペースの活用方法を解説し、テスト用環境を利用して接続トライアルサービスを提供

• 既存のカーボンフットプリント管理ソフトウェアなどのデータを標準データモデルに変換して交換

NTTのデータスペース接続サポートソリューション

PCFデータ 収集 算定の相談から データスペース連携 アプリ導入までサポート
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ご清聴ありがとうございました

境野 哲 akira.sakaino@ntt.com

今後のIMX/RRIの取組にもご期待ください


	レイアウト
	スライド 0
	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3: データスペースは 多数企業間の国際連携に適する
	スライド 4: データスペース は データ主権とトラストを保証
	スライド 5: データスペースでは 共通の通信方式を使う
	スライド 6: 製造業の国際データスペース Manufacturing-X
	スライド 7: データスペースで提供されるアプリケーションの例
	スライド 8: バリューチェーン全体でPCFデータを円滑に共有
	スライド 9: データスペースにおける企業間データ共有の仕組み
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13: データスペースにおけるデータ通信の仕様は複雑
	スライド 14: データスペース接続を支援するサービスが必要
	スライド 15: データスペース接続支援ソリューションの例
	スライド 16
	スライド 17


